
島根県産ハマボウフウ施設栽培品における
生育および成分含量に対する栽培温度の影響

加納　己奈＊・鶴永　陽子＊＊

Effect of Cultivation Temperature on Growth and 
Component Content of Institutional Cultivated 

Glehnia littoralis Fr. Schmidt from Shimane Prefecture

Mina Kanou・Yoko Tsurunaga

要　旨

　本研究では，島根県産ハマボウフウ施設栽培品における生産での地熱活用を見据え，栽培温度の影響を明
らかにするため，月別のハウス内平均温度，生育状態，色調，総ポリフェノール含量，DPPH 値，H-ORAC
値およびアントシアニン含量を測定した．その結果，ハウス内温度については，13.2 ℃（1 月）～ 29.5 ℃（7
月）と変動幅が大きかった．しかし，各分析項目については，月別で差は生じていたものの，ハウス内温度
ほどの変動幅ではなかった．これは，土壌温度管理や光照射技術によって，生育状態，品質，抗酸化成分が
安定したことによると考えられた．本研究の結果により，今後，光照射技術と地熱を活用したハウス内およ
び土壌温度管理によって，さらに安定した品質のハマボウフウ栽培が可能であることが示唆された．
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Ⅰ．緒言

ハマボウフウ（Glehnia littoralis Fr. Schmidt）
は，日本各地の海岸砂丘に自生するセリ科ハマボ
ウフウ属の多年草である．食用・薬用どちらにも
用いられ，食用としては酢の物や刺身の「つま」
などに利用される 1）2）．江戸時代には「八百屋防
風」の名で販売されていた記録がある 3）．乾燥さ
せた根は生薬の一種である「防風」の代替品とし
て長年利用されており，「ハマボウフウ」という
名も「防風」に似ていて浜辺に自生することが由
来している．「日本薬局方」にも 1891 年の第 2 版
以来掲載されており 4）5），去痰，解熱，鎮咳など
の効能をもつとされている．

ハマボウフウの根や根茎などには芳香族化合
物のクマリンが多く含まれている 6）7）．クマリ
ンは桜の葉に代表される植物の香気成分の一種
であり，クマリンとその誘導体は抗菌効果や抗
血液凝固作用，むくみ改善効果，免疫活性化作

用，抗酸化作用などをもつ 8）9）10）．また，乾燥
させたハマボウフウの根の抽出物が結核菌や
MAC（Mycobacterium avium complex：非結核
性抗酸菌症の原因菌）の増殖を抑制することも
McCutcheon ら 11）によって明らかとなっている．
その他にも先行研究により，抗酸化性物質である
フェニルプロパノイド，リグナン，フラボノイド
のほか，サリチル酸やバニリン酸といった有機酸
などを有していること，免疫調節活性，抗腫瘍活
性，抗炎症作用，抗酸化作用，神経保護作用，脂
質増加抑制などさまざまな機能性を持つことも報
告されている 12）．根や根茎に関する研究以外に，
ハマボウフウ地上部に関してもいくつか研究報告
がある．ヒトの皮膚の細胞である HS68 細胞への
葉の熱水抽出物処理は，UVB 照射を行った HS68
細胞の生存率をアスコルビン酸と同等もしくはそ
れ以上に改善することが明らかとなっている 13）．
また，葉の熱水抽出物には，皮膚のしわやたるみ
の原因となるエラスターゼおよびチロシナーゼの
阻害効果，しみの原因となるメラニンの合成阻害
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効果があり，皮膚の美白および抗しわ特性を示す
ことが報告されている 13）．

島根大学では経済産業省＋松江市との連携事業
として「地熱を活用した松江市エネルギー構造高
度化ビジョン策定事業 朝鮮人参・薬草類等健康
志向作物事業」が行われている．この事業では，
奥飛驒温泉郷（岐阜県）などの温泉熱を利用した
栽培例を参考に，山陰地方での地熱を利用しての
作物栽培方法の確立を目指した研究が実施されて
おり，ハマボウフウも対象のひとつとなってい
る．ハマボウフウの生産に関しては，島根県では
40 年ほど前から松江市八束町の大根島にて，朝
鮮人参や牡丹などの薬用植物の栽培経験を生か
し，生産組合によって露地栽培品の「露地ぼうふ
う 華芽」と施設栽培品の「島根県大根島 ぼうふ
う」の 2 品のハマボウフウの生産が行われてい
る 14）．

施設栽培品のハマボウフウは露地での生育期間
20 ～ 21 か月を経てビニールハウスへ移植し，葉
と葉柄の部分が随時収穫される．そのため，販売
期間が 5 月下旬～ 6 月初旬に限定される露地栽培
品とは異なり，施設品は通年で販売されている．
また，施設品の生育条件については以下の通りで
ある．3 月に露地で播種を行った翌年の 11 ～ 12
月頃に根ごと移植し，温度，施肥，灌水，光照射
の管理を頻繁に行う．温度が高い時期には，地下
パイプによる地下水の利用，扇風機，ビニールハ
ウスの開閉により温度を下げ，温度が低い時期に
は，電熱線により土壌を，石油ヒーターによりハ
ウス内全体を加温する．その他，日光の反射・吸
収を利用した農業用シート（夏場は白，冬場は黒）
も用いて，土壌温度を 23 ℃程度に保つようにす
る．潅水は週に 2 回，収穫後に液肥散布と併せ
て行う．光照射は，1.3 m×15 m の栽培床に 1 m
間隔，高さ 0.5 m 位置に設置された電球型蛍光ラ
ンプ（株式会社マルトキ製，スパイラルバイタラ
イト 20 W）を用いて行う．春～秋季は夕方のみ，
日射量の少ない冬季および雨天時には終日土壌全
体をシートで覆い，光を照射する．

島根県では冬季に積雪があり気温も低くなるた
め，冬季の温度管理は特に重要となっている．従
って，施設品の生育において地熱を利用すること
で，冬場の温度管理のコストを削減できる可能性
が考えられる．そのため，本研究では，生育条件
のうちの栽培温度に着目し，ハマボウフウ施設品
の生育状態や抗酸化性に対するその影響を明らか
にすることを目的とした．

Ⅱ．実験方法

（1）材料
サンプルは 2021 年 8 月 4 日，9 月 24 日，10 月

25 日，11 月 22 日，12 月 13 日，2022 年 1 月 28
日，2 月 16 日，3 月 23 日，4 月 15 日，5 月 25 日，
6 月 27 日，7 月 20 日に JA しまね くにびき地区
本部 八束町はまぼうふう生産組合から入手した

「島根県大根島 ぼうふう」を使用した（Fig.1）．
総ポリフェノール含量および抗酸化性，アントシ
アニン含量測定では凍結乾燥品を用い，葉と葉柄
の 2 つの部位に分けた．

（2）月別のハウス内平均温度
サンプルの生産を行っているビニールハウス内

に温湿度記録計（おんどとり TR-72wf，株式会
社ティアンドデイ）を設置し，ハウス内温度の経
時的な記録を行った（Fig.2）．また，収集した温
度記録データから月別の平均温度を算出した．

（3）生育状態
20 個体をランダムに選び，丈と重量と葉柄の

太さを測定し，平均値±標準誤差（n＝20）で示
した．丈と重量はハマボウフウ全草，葉柄の太さ
は中央を測定した．各項目の測定にはそれぞれ
メジャー（原度器製 プロマートオートロックメ
ジャー 3.5m AUL1935），電子天秤（株式会社エ
ー・アンド・デイ製 コンパクト天びん EW-i シ
リーズ EW-150i），デジタルノギス（Mitutoyo 製 
IP67 ABSOLUTE Coolant Proof Caliper）を使用
した．

（4）色調
葉および葉柄それぞれ 20 個体をランダムに選

び，分光測色計（CR-13，コニカミノルタ，東京）
を用いて，葉および葉柄の L*，a*，b* 値を測定
した．

（5）総ポリフェノール含量および抗酸化性
本研究はサンプルの保存性ならびに分析時にお

ける抽出の効率性と均一性を考慮し，いずれの測
定にも凍結乾燥粉末を使用することとした．測定
に際し，各サンプル粉末 200 mg を 50 mL 遠心管
に量り取り，60 ％エタノール 10 mL を加え，振

Fig.�1　供試した「島根県大根島�ぼうふう」
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とう機（ヤマト株式会社製，BW201）で 40 ℃・
150 rpm で 2 時間抽出し，サンプル溶液を調製し
た．総ポリフェノール含量は Goldstein・Swain15）

の方法を参考に，フォーリン・チオカルト試薬を
用いたフォーリン・チオカルト法によって測定
し，乾燥粉末（Dry weight：DW）の（＋）－カ
テキン相当量（mg カテキン相当量 /100 g DW）
として表した．DPPH ラジカル捕捉活性は安定的
な DPPH ラジカルを用いる須田 16）の方法に準じ
て測定し，乾燥粉末のトロロックス（6-Hydroxy-
2,5,7,8-tetrametychroman-2-carboxylic acid）相当
量（µmol トロロックス相当量 /g DW）で表した．
H-ORAC は渡辺ら 17）の方法を参考に， 0.45 µm
フ ィ ル タ ー（Membrane Solutions 製，Syringe 
Filters）を用いて抽出したサンプル溶液をアッセ
イ緩衝液（75 mM リン酸緩衝液，pH 7.4）で適
宜希釈し，96 ウェルマイクロプレート（#3072，
Becton–Dickinson）の各ウェルに試験液またはト
ロロックス溶液（35 µL）を加えた後，フルオレ
セイン溶液（115 µL，110.7 nmol/L）と AAPH
溶液（50 µL，31.7 nmol/L）を加え，37 ℃に保
ったマイクロプレートリーダー（コロナ電気株式
会社製 SH-9000Lab）を使用して 2 分間隔で 90 分
間継時的に蛍光強度（励起波長 485 nm，検出波
長 520 nm）を測定した．H-ORAC 値は乾燥粉末
のトロロックス相当量（µmol トロロックス相当
量 /g DW）で表した．

（6）アントシアニン含量
鶴永ら 18）の方法に準じて，シアニジンクロラ

イドを標準品として測定を行った．測定に際して
各サンプル粉末と 5 ％ギ酸を混和し，5 ℃で 48
時間抽出後，0.45 µm フィルターを用いて濾過し

た．その後 96 ウェルマイクロプレートの各ウェ
ルにサンプル溶液を分注後，マイクロプレートリ
ーダーを用いて検出波長 540 nm で吸光度を測定
した．アントシアニン含量は乾燥粉末のシアニジ
ンクロライド相当量（mg シアニジンクロライド
相当量 /100g DW）として表した．

Ⅲ．結果および考察

（1）月別のハウス内平均温度
Fig.3 に月別のハウス内平均温度を示した．8

～ 9 月については記録計の操作ミスによりデータ
保存ができていないため，欠損値となった．ハウ
ス内の平均温度は，1 月が最も低い 13.2 ℃，7 月
が最も高い 29.5 ℃で，10 ℃以上の差があった．
松江市の平均気温と比較すると，ハウス内平均温
度はいずれも高く，最大で 10.5 ℃の差（2 月）が
生じた．なお，ハウス内温度のデータが欠損して
いる 8 ～ 9 月については，他の月のハウス内およ
び松江市間における平均気温の差から考えて，ハ
ウス内平均温度は 8 月が 30 ℃程度，9 月が 26 ℃
程度であったと推察された．

（2）生育状態
Fig.1 にデジタルカメラで撮影した全草を，

Fig.4 に各月の全草の丈および重量と葉柄の太さ
を示した．ハウス内温度が同レベルだった 12 月
および 2 月（14.5 ℃）を比較すると，全草の丈，
重量および葉柄の太さは，それぞれ 12 月が 12.2
±0.6 cm，1.4±0.1 g，3.4±0.2 mm，2 月 が 14.5
±0.4 cm，3.0±0.2 g，4.3±0.1 mm で，いずれも
有意差を示した（P＜0.05）．また，全草の丈，重
量および葉柄の太さそれぞれの年間を通しての値

Fig.�2　温度記録計の設置風景
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の変化には共通した傾向は認められなかった．ま
た，葉柄の太さ（2.9±0.1 ～ 4.3±0.1 mm）は年
間を通してほぼ同レベルの値を示しており，全草
の丈および重量と葉柄の太さに対するハウス内温
度の影響は低いと考えられた．本研究で使用した
ハマボウフウ施設栽培品は，生育において年間を
通して温度管理が行われている．夏場は地下パイ
プによる地下水の利用，扇風機，ビニールハウス
の開閉によりハウス内および土壌の温度を下げ，
冬場は電熱線により土壌を，石油ヒーターにより
ハウス内全体を加温する．その他，日光の反射・
吸収を利用した農業用シート（夏場は白，冬場は
黒）も用いて，土壌温度を 23 ℃程度に保つよう
にする．ハウス内温度は変動があるが，土壌温度
の変動が小さく生育状態に大きな差が生じなかっ
た可能性が考えられた．本研究では土壌温度の記
録は実施していなかったため，土壌温度の影響に
ついては結論づけることが出来なかった．

（3）色調
施設品のハマボウフウは刺身のつまなどの彩り

目的での利用が多い．また，八束町はまぼうふう
生産組合では，葉の形，葉および葉柄の色により
品質のグレードを 3 段階に分けており，葉は鮮や
かな緑色，葉柄は鮮やかな紅色のものが高品質と
される．本研究で使用したハマボウフウの栽培で
は電球型蛍光ランプ（株式会社マルトキ製，スパ

イラルバイタライト 20 W）による光照射を実施
している．春～秋季は夕方のみ，日射量の少ない
冬季および雨天時には終日土壌全体をシートで覆
い，光を照射する（Fig.5）．Fig.6 に各月の葉と
葉柄の L*，a*，b* 値を示した．L* 値，a* 値およ
び b* 値のいずれにおいても有意差を示した月が
あったものの，葉柄の a* 値ならびに b* 値をのぞ
いては一定の範囲におさまっていた．また，ハウ
ス内の月別平均温度（Fig.3）と色調（Fig.6）の
各月の数値を比較したところ，温度と連動した変
化は確認できなかった．

サンプルは各月ランダムに 20 本，葉柄は中心
部分の測定を行ったが，葉と比較すると葉柄の値
のばらつきが大きかった．本研究で使用した色差
計（CR-13，コニカミノルタ，東京）の測定径が
Φ8 mm であるのに対して，ハマボウフウ葉柄の
幅は 3 ～ 5 mm 程度であった．色差計のメーカ
ー担当者からは，色差計の測定部より面積の狭い
サンプルを測定する場合，色差計の測定部の一部
を覆うなど，測定条件を揃えた状態で得られる値
については，誤差は小さいと考えられるとの回答
を得た．本研究ではいずれの月においても条件を
統一して測定を行ったつもりではあったが，10
月（15.6±1.1）と 6 月（1.8±0.8）の葉柄の a* 値
のように，値に大幅な差が生じている箇所もあ
る．そのため注意をして測定したものの，正確な
値が得られなかった可能性がある．

Fig.�3　ハウス内温度および松江市の月別平均気温
8 ～ 9 月は記録計の操作ミスによりデータ保存ができなかったため欠損．
松江市の平均気温のグラフは気象庁ホームページのデータ

「島根県 2021 年（月ごとの値）平均気温（℃）」（https://www.data.jma.go.jp/obd/stats/etrn/view/
monthly_h1.php?prec_no=68&block_no=00&year=2021&month=08&day=&view=p2）と

「島根県 2022 年（月ごとの値）平均気温（℃）」（https://www.data.jma.go.jp/obd/stats/etrn/view/
monthly_h1.php?prec_no=68&block_no=00&year=2022&month=08&day=&view=p2）をもとに作成．
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Fig.�4　月別のハマボウフウ全草の丈�A）�および重量�B），葉柄の太さ�C）
サンプル数はいずれも n＝20．値は平均値±標準誤差で表記．
グラフ棒上部の異なるアルファベットは有意差を表す（P＜0.05）．

Fig.�5　ハマボウフウへの光照射
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（4）総ポリフェノール含量および抗酸化性
各月の葉と葉柄の総ポリフェノール含量，

DPPH 値および H-ORAC 値をそれぞれ Fig.7，8，
9 に示した．葉と葉柄を比較すると，いずれの
測定でも葉の方が高い値を示した．また，ハウ
ス内温度と総ポリフェノール含量，DPPH 値お
よび H-ORAC 値の決定係数はそれぞれ，葉が R
＝0.188，0.135，0.475， 葉 柄 が R＝0.347，0.281，
0.280 で，ハウス内の温度との相関はみられなか
った．ハウス内平均温度が最も低かったのは 1
月（13.2 ℃），最も高かったのは 7 月（29.5 ℃）
であったが（Fig.3），葉においての総ポリフェノ
ール含量は 1 月が 3405.9±25.9，7 月が 3604.1±
87.9 mg カテキン相当量/100 g DW で有意差はな
かった（P＞0.05）（Fig.7）．また，DPPH 値も 1
月が 148.2±8.4 ，7 月が 161.3±4.2 µmol トロロ
ックス相当量 /g DW で有意差はなかった（P＞
0.05）（Fig.8）．一方で H-ORAC 値は 1 月が 679.3
±22.3，7 月が 875.4±30.2 µmol トロロックス相

当量/g DW で有意差を示した（P＜0.05）（Fig.9）．
葉柄の総ポリフェノール含量は 1 月が 733.9±
12.1，7 月が 810.0±53.1 mg カテキン相当量/100 
g DW で有意差はなかった（P＞0.05）（Fig.7）．
また，DPPH 値は 1 月が 37.4±1.0，7 月が 30.5±
1.2 µmol トロロックス相当量/g DW で有意差を
示した（P＜0.05）（Fig.8）．H-ORAC 値では 1 月
が 170.0±4.3，7 月が 128.5±7.0 µmol トロロック
ス相当量 /g DW で有意差はなかった（P＞0.05）

（Fig.9）．
また，最も高い値を示した月についても，葉，

葉柄，測定方法によって異なり，葉の最も高い値
を示した月は総ポリフェノール含量と DPPH 値
が 10 月，H-ORAC 値が 7 月であった（Fig.7A，
8A，9A）．葉柄は総ポリフェノール含量が 6
月，DPPH 値および H-ORAC 値が 3 月であった

（Fig.7B，8B，9B）．一般的に食物は旬の時期に
おいて栄養成分が豊富とされる 19）．ハマボウフ
ウ（露地）の旬は 3 月～ 5 月とされる 20）．本研

Fig.�6　月別の葉および葉柄の L*値，a*値，b*値
サンプル数はいずれも n＝20．値は平均値±標準誤差で表記．
グラフ棒上部の異なるアルファベットは有意差を表す（P＜0.05）．
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Fig.�7　月別の葉�A）�および葉柄�B）の総ポリフェノール含量
サンプル数はいずれも n＝6．値は平均値±標準誤差で表記．
グラフ棒上部の異なるアルファベットは有意差を表す（P＜0.05）．

Fig.�8　月別の葉�A）�および葉柄�B）のDPPH値
サンプル数はいずれも n＝6．値は平均値±標準誤差で表記．
グラフ棒上部の異なるアルファベットは有意差を表す（P＜0.05）．
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究では，葉柄の DPPH 値および H-ORAC 値は 3
月に最も高い値を示した一方，葉柄の総ポリフェ
ノール含量と葉の総ポリフェノール含量および抗
酸化性の最も高い値は旬の時期に該当していなか
った．本研究で使用したハマボウフウは施設栽培
であり，屋外での栽培と異なり，年間の生育条件
が定まっている．また，通年で収穫を行ってお
り，頻度も 7 日程度の間隔と短い．露地栽培とは
栽培環境が大きく異なり，栽培環境がある程度制
御されている周年栽培であることから，旬による
成分含量への影響は表れにくいと推察された．

（5）アントシアニン含量
アントシアニンは天然の着色料であり，抗酸化

性や抗発がん特性，視力改善など様々な機能性を
有することも明らかとなっている 21）．色調でも
述べたように，施設栽培のハマボウフウは彩り目
的での利用が多く，葉柄の色は販売における品質
グレードの判断基準の一つとなっている．Fig.10
に各月の葉柄のアントシアニン含量を示した．最
も高い値を示したのは 6 月（250.2±3.1 mg シア
ニジンクロライド相当量/100 g DW），最も低い
値を示したのは 7 月（139.6±1.3 mg シアニジン
クロライド相当量/100 g DW）であった．アント
シアニンは赤－紫（酸性－中性）の色素成分であ
り，色調の a* 値（赤－緑）との関連が高い．a*

値では 6 月（1.8±0.8）が最も低い値を示したの
に対し，アントシアニン含量は 6 月が最も高かっ
た（Fig.6，Fig.10）．また，a* 値とアントシアニ
ン含量における決定係数は R＝0.281 で相関は認
められなかった．色調の考察でも述べたように，
本研究では葉柄における色調の測定に問題があっ
たと考えられた．また，本研究での葉柄の総ポリ
フェノール含量とアントシアニン含量の結果を比
較すると，一部例外があるものの，月別の推移は
類似した傾向を示した（Fig.7，Fig.10）．これは
アントシアニンがポリフェノールの一種であるこ
とが起因していると考えられる．葉柄の総ポリフ
ェノール含量とアントシアニン含量の決定係数
を求めたところ，R＝0.718 で強い相関を示した．
ハウス内温度が高い 7 ～ 8 月のアントシアニン含
量は，7 月が 139.6±1.3，8 月が 152.0±2.7 mg シ
アニジンクロライド相当量/100 g DW で，年間
でみると低い値を示した（Fig.10）．植物のアン
トシアニン含量には光や温度といった環境条件
が大きく影響することが明らかとなっている 22）．
アントシアニンの生合成には，UDP glucose-
flavonoid 3-O-glucosyltransferase （UFGT）
や chalcone synthase （CHS），phenylalanine 
ammonia-lyase （PAL）などの酵素の遺伝子発
現が必要とされる 23）．ダークリッジ・ブドウ

（Vitis vinifera L. × Vitis labrusca L.）やビルベ

Fig.�9　月別の葉�A）�および葉柄�B）のH-ORAC値
サンプル数はいずれも n＝4．値は平均値±標準誤差で表記．
グラフ棒上部の異なるアルファベットは有意差を表す（P＜0.05）．
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リー（Vaccinium myrtillus L.），ブルーベリー
（Vaccinium corymbosum L. cv. Brigitta Blue）で
は生育環境が高温であると，これらの遺伝子の発
現およびアントシアニンの生合成が抑制される傾
向にあることが明らかとなっている 22）24）．ハマボ
ウフウにおいても，7 月や 8 月のアントシアニン
含量が少なかったのは，ハウス内温度が高かった
ため，アントシアニン生合成に関わる遺伝子発現
およびアントシアニンの生合成が抑制された可能
性が考えられた．また，11 月および 2 月のアン
トシアニン含量もそれぞれ 154.5±3.5，162.4±2.7 
シアニジンクロライド相当量 /100 g DW で，他
の月と比較して低い値を示した．浅平・桝田 25）

はヤナギタデ（Persicaria hydropiper L.）のアン
トシアニン生成に及ぼす光の影響について報告し
ている．芽生えのヤナギタデにおいて，昼光色蛍
光灯（ナショナル製）による光照射を行い，開始
から 15 分までは色素生成量が急速に増加し，以
降の増加は緩やかになるが，照射時間に比例して
色素量が増加したことが明らかとなっている．本
研究で使用したハマボウフウの栽培では電球型蛍
光ランプによる光照射を行ったが，春～秋季と冬
季では光照射の時間が異なる（春～秋季は夕方の
み，冬季および雨天時は終日土壌全体をシート
で覆ったうえで照射した（Fig.5）．浅平・桝田 25）

のヤナギタデの研究においては光照射時間に比例
して色素量が増加したが，本研究で使用したハマ
ボウフウはそれとは異なり，光照射時間の長い冬
季の方が，春～秋季に比べてアントシアニン含量
は低い値を示した（Fig.10）．しかし，冬季は春
～秋季より日照時間が短いにも関わらず，光照射
によってアントシアン生成量を夏季と同等にする
ことができているともいえる（Fig.10）．光は植
物におけるアントシアニン生成に必要な要素であ

り，冬季のアントシアニン生成に，光照射の効果
があったと推察された．本研究により，ハウス内
温度は大きく変動するものの，光照射技術により
アントシアニン含量の月別変動を抑制できること
が明らかとなった．土壌温度管理の効果もあると
考えられるが，そのデータを取得しておらず，そ
の効果を断定することには至らなかった．

Ⅳ．まとめ

八束町はまぼうふう生産組合にて生産されてい
る施設栽培のハマボウフウについて，地熱利活
用の可能性を探るため，ハウス内温度が生育状
態，色調，総ポリフェノール含量，抗酸化性およ
びアントシアニン含量におよぼす影響について検
討した．その結果，ハウス内温度に影響を受けた
評価項目はなかった．これは，年間を通じて，品
質や含有成分がほぼ一定になるように，生産者が
ハウス内温度の他，光照射や土壌温度管理を徹底
していることに起因すると考えられた．これらの
結果から，ハウス温度ならびに土壌温度管理に地
熱エネルギーを利活用することで，光熱費を低く
抑えることが可能であることが示唆された．本研
究では，土壌温度と光照射技術が機能性成分含量
や品質に及ぼす影響については明確にできなかっ
たが，今後これらの効果を明確にすることで，再
生エネルギーである地熱エネルギーを活用した持
続可能なハマボウフウ栽培につながることを期待
する．

付　記

本研究は，「地熱を中心とした再生可能エネル
ギー利活用の委託研究事業（朝鮮人参・薬草類等

Fig.�10　月別の葉柄のアントシアニン含量
サンプル数はいずれも n＝3．値は平均値±標準誤差で表記．
グラフ棒上部の異なるアルファベットは有意差を表す（P＜0.05）．
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健康志向事業）」により実施された成果の一部で
ある．
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